
〔
要
旨
〕

一
九
二
〇
年
代
の
「
家
」
制
度
改
正
論

―
臨
時
法
制
審
議
会
の
民
法
改
正
構
想
を
素
材
に

蓑
輪

明
子

本
稿
で
は
、
臨
時
法
制
審
議
会
が
作
成
し
た
民
法
改
正
構
想
の
分
析
を
行
っ
た
（
一
九
一
九
年
に
審
議
開
始
、
一
九
二
七
年
ま
で

に
民
法
改
正
構
想
が
完
成
）。
中
で
も
、
戸
主
権
や
父
母
の
権
利
の
強
化
離
婚
制
度
に
お
け
る
女
性
の
権
利
向
上
、
長
男
子
単
独
相
続

制
度
の
修
正
、「
家
」
の
単
位
の
修
正
を
め
ぐ
る
議
論
を
素
材
に
、
臨
時
法
制
審
が
①
妻
や
子
ど
も
な
ど
家
族
員
の
権
利
伸
張
、

②
家
族
生
活
保
護
の
強
化
を
通
じ
て
、「
家
」
の
強
化
を
行
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
先
行
研
究
で
は
、「
家
」
強

化
と
家
族
員
の
権
利
伸
張
を
相
矛
盾
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
両
者
を
対
立
さ
せ
て
理
解
す
る
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
、
改
正
構
想

を
作
成
し
た
当
時
の
論
者
た
ち
は
、
両
者
を
対
立
す
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
家
」
強
化
の
た
め

に
、
家
族
員
の
権
利
伸
張
や
家
族
生
活
保
護
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
点
に
着
目
し
、
臨
時
法
制
審
の
民
法
改
正
構
想
を
描

い
た
。

家
族
員
の
権
利
伸
張
、
家
族
生
活
保
護
の
強
化
の
傾
向
は
、
二
〇
世
紀
を
前
後
し
て
先
進
資
本
主
義
各
国
で
追
求
さ
れ
た
家
族
法

の
改
正
方
向
で
あ
る
。
こ
う
し
た
二
〇
世
紀
前
後
の
家
族
法
の
改
正
方
向
を
、
家
族
法
の
現
代
化
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
臨
時
法
制
審

議
会
の
改
正
構
想
も
同
様
の
な
か
み
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
家
」
の
強
化
の
た
め
に
、
家
族
員
の
権
利
伸
張
、
家
族
生
活
保
護
を

行
う
と
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
臨
時
法
制
審
議
会
の
民
法
改
正
構
想
は
「
家
」
を
現
代
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
結
論
づ
け
た
。
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The Reform of the House (Ie) on the Gists of the Amendment of the
Meiji Civil Code

Akiko Minowa

Japanese government established the Temporary Legislative
Council in 1919 to promote the amendment of the Meiji Civil Code. In
1927, they issued The Gists of the Amendment of the Meiji Civil Code
which aimed to 1) strengthen the Ie System, 2) to improve
homemakers’ and children’s rights (i.e. strengthen the individuals),
and 3) to protect family lives.
The existing studies on the family order in pre-war Japan typically
assume that the principle of Ie System contradicted the principle of
the individuals. On the contrary, The Gists of the Amendment of
Meiji Civil Code implied that strengthening the individual rights of
homemakers and children would reinforce the Ie System.

1920年代の「家」制度改正論
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